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大滝ダム貯水池内の重機浸水による件 名
～続報（第２報）～油流出事故について

概 要 大滝ダム上流４．０ｋｍ付近（白屋地区）での、地すべり対策工事中

の重機の浸水による油流出について、浸水した重機を引き上げ、油の回

収を行いました。
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大滝ダム貯水池内の重機浸水による

～続報（第２報）～油流出事故について

○昨日１０時００分頃発生しました、大滝ダム上流４．０ｋｍ付近（白屋地区）

大滝ダム貯水池上流の白屋地区における、地すべり対策工事用重機の浸水による

油流出について、本日６時００分より重機の移動、機器の回収作業及び吸着マッ

トによる油回収作業を再開しました。

○浸水していたクローラクレーン３台の移動と流出していた発動発電機１台、溶

接機１台の回収を１０時２５分に完了しました。

○回収した発動発電機１台、溶接機１台に残っていた軽油等の残量より、推定で

ℓ９２の軽油等が流出した見込みです （機器表面に付着した油脂類含む）。

○浸水現場下流約1kmに設置したオイルフェンスに付着した油分については、吸

着マットにより１７時に回収が完了しました。

○オイルフェンス下流1km付近（ダム上流2km付近）で約幅６ｍ×長さ２０ｍ及

び約幅２ｍ×長さ３０ｍの範囲で２箇所、油が浮いているのを確認しましたが、

吸着マットにより１７時に回収が完了しました。

、 、○巡視の結果 ダム本体付近及びダム下流への油の流出は見られませんでしたが

念のため、ダム直下流にオイルフェンスを設置しました。

○現状では、ダム貯水池内及びダム下流での魚の変死等生物への影響も見られま

せんが、引き続き監視を続けます。



別紙－１

【水没した機材のうち、油流出の可能性のあった機材の油流出量】

機 材 規 格 容量 推定残量 確認残量 流出 種 類

60kV １７０ ８５ ０ ８５ 軽油ℓ ℓ ℓ ℓ

発電機

ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ１４ １４ ７ ７ℓ ℓ ℓ ℓ

溶接機 300A ３６ ２４ ２４ ０ 軽油ℓ ℓ ℓ ℓ

※確認の結果、溶接機からの油の流出はありませんでした

【水没した機材のうち油流出の恐れのないもの】

機 材 規 格 容 量 残 量 種 類 備 考

バイブロユニット ９０ ９０ 流出ℓ ℓ エンジンオイル

１６：００に回収

（油漏れなし）

バイブロハンマー ２６ ２６ 作動油 水没ℓ ℓ

水タンク 2 － － － 流出㎥

カラーコーン ２０個程度 流出

ブルーシート 数枚 流出

クローラーまで浸水 ３台クローラクレーン ５５ｔ

タイヤまで浸水 ２台PDS750 ４００ ０ 軽油ℓ ℓ

コンプレッサ

PDS70 ２４ ０ 軽油 １台ℓ ℓ


